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は 65 歳以上の高齢者で、MCI 被験者 186 名、健常高齢者 136 名からなり、宮城県で行われた 2
つの地域コホート研究(東北大学による大崎田尻プロジェクトと栗原プロジェクト)から、1 時点
における横断データを引用した。各被験者の MRI から、大脳皮質厚、WMH 体積を自動計算し、




側の頭頂葉側脳室周囲白質の WMH 体積増加と関連していた。また抑うつ状態の MCI 被験者は、
非抑うつ状態の MCI 被験者と比べて左嗅内野を含めた両側の内側側頭領域の皮質が薄く、両側大
脳半球の WMH 総体積が増加していた。また、WMH 総体積の増加が、両側の前頭・側頭・頭頂
葉皮質の菲薄化と関連していた。これらの結果は、単一の研究対象集団において、エピソード記
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